
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

・自動車騒音の測定を実施し、環境基準の達成率を90.0％とする。（道路管理者による対策の進捗状況を考慮）
・新幹線騒音の測定を実施し、環境基準の達成率を82.4％とする。（ＪＲ東日本による対策の進捗状況を考慮）

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標 成果 達成状況

93.3%

76.4%

300 78

・自動車騒音の測定
・騒音測定結果に基づく面的評価の実施（委託先：
（株）環境技研）

1,629 1,171 1,472

225 1,306

209 135 209

合計 3,065 2,068

90.0% 94.5% 達成

未達成71.4% 82.4% 50.0%

3,347

成果目標の達成状況

項目

自動車騒音環境基
準達成率

新幹線騒音環境基
準達成率

事業番号 06 03 02 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 騒音・振動・悪臭対策事業費 担
当
課

部局 環境部

       １　 水・大気環境の保全 実施期間 S47 ～

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）
【左記の説明、根拠法令等】

環境基本法、騒音規制法、振動規制法、悪臭防止法

課・室 水大気環境課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail mizutaiki@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
３－２　豊かな自然環境の保全

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

・幹線道路における自動車騒音及び新幹線鉄道騒音の測定を実施したところ、平成26年度の環境基準の達成率は自動車騒音で93.3％
（市測定も含む）、新幹線騒音で71.4％であった。これらの結果に基づき、管理者・設置者に対して改善要望等の申入れを行った。

騒音、振動及び臭気に関する測定業務を的確に行い、測定結果に基づき管理者・設置者に対して改善要望等の申入れを行うことなどに
より、県民が受ける公害の減少を目指す。

北陸新幹線騒音・振動対策事業 直接

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算） （当初）

騒音環境基準類型指定事業 直接 環境基準指定の基礎調査 282 237 282

騒音計・振動計等の管理 直接
・機器の購入、修繕
・検定の受検

274

新幹線鉄道の騒音振動測定 671

自動車騒音常時監視事業
直接
委託

2,341 3,065 3,347

0

合計（A) 3,351

悪臭対策事業 直接
・施設調査
・講習会の開催（開催回数：１回）

3,347
93.3%

27年度 28年度

0 0

当初予算 3,677

補正予算 -326 0 0

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

Aの
財源

2,341 3,065

概　算
人件費

2.20 2.20 2.20 2.20

18,168

3,127 2,220 2,068

18,207

0 0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

自動車騒音及び新幹線鉄道騒音の測定を継続して環境基準の達成状況の評価を行い、必要な対策を道路管理者または鉄道事業者等
に要請し、沿道及び沿線の生活環境の保全を図る。

目標に対
する成果
の状況

・自動車騒音については、騒音規制法に基づき測定を実施し、目標を達成した。
・北陸新幹線は平成27年３月に長野駅以北に延伸したところであるが、新幹線鉄道騒音の未達成理由としては、既開業区間については
延伸に伴い通過駅の多い車両が増え、車速が上昇したことによることが考えられ、鉄道事業者等に効果的な騒音対策を要請した。また、
延伸区間については、建設主体において騒音対策を今後実施する予定である。

 概算事業費（B（A）+C） 21,295 20,388 20,275 18,207

18,168 18,207

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越 0

0 0 605 0

0 0 0 0

3,351 2,341 2,460 3,347


